
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 213 

令和５年度 地歴公民科 

 

教科 地歴公民 科目 地理Ｂ 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 「地理Ｂ」（東京書籍） 「新詳高等地図」（帝国書院） 

副教材等 
「最新地理図表ＧＥＯ」五訂版（第一学習社）  

「データブック オブ・ザ・ワールド 2022版」（二宮書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・地図帳は授業以外でも活用し、いつも手元に置いて国や地域の確認をしよう。 

・重要事項はことばだけでなく図を描いたり、比較表を作成したりして、オリジナルのノートを作

成しよう。 

・文字で読み取ったり、伝えるのではなく、図や映像（QR コード）を ICT 機器で読み取ったり、

図や映像などで伝えることを学ぼう。 

・地理事象の理解をわかりやすくするために、マーカー（色鉛筆など）を使って、作図 

や作業をします。またその資料を使って考察し、説明してみよう。 

 

２ 学習の到達目標 

・現代世界の地理的事象を系統地理的に考察し、現代世界の地理的認識を養う。 

・現代世界の諸地域を、歴史的背景を踏まえて地誌的に考察し、現代世界の地理的認識を養う。 

・地理的な見方や考え方を培い、国際社会に主体的に生きるための自覚と資質を養う。 

 具体的な項目として、現代世界の民族・宗教・領土問題・紛争などについて理解を深める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c: 資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

現代世界の地理的事

象に対する関心と課

題意識を高め、それを

意欲的に追究すると

ともに、国際社会に主

体的に生きる日本人

としての責任を果た

そうとする。 

現代世界の地理的事

象から課題を見いだ

し、それを系統地理

的，地誌的に考察する

とともに、国際社会の

変化を踏まえて公正

に判断して、その過程

や結果を適切に表現

している。 

地図や統計、画像な

ど地域に関する諸資

料を収集し、有用な

情報を選択、活用す

ることを通して現代

世界の地理的事象を

追究する技能を身に

つけるとともに、追

究した過程や結果

を、ＩＣＴを駆使し

て適切に表現する。 

現代世界の地理的事

象についての基本的

な事柄や追究の方法

を理解し、その知識

を身につけている。 

評
価
方
法 

ワークシート 

レポート 

 

定期考査 

ワークシート 

生徒観察 

課題研究 

定期考査 

ワークシート 

主題図作成 

課題発表 

定期考査 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期
前
半 

さ
ま
ざ
ま
な
地
図
と
地
理
的
技
能 

･現代世界の地図 

・地図の種類とその利用 

・地図の活用と地域調査 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

a:身の回りにある地図の

種類やその活用方法を

考える。 

b:地理情報を地図化し、そ

の有用性や利点を考え

る。 

c:技能としての読図や作

図の能力を身につける。 

d:地図の作られた時代背

景を理解し、統計地図の

表現方法を理解する。 

生徒観察 

作業学習 

課題研究 

主題図作

成 

自
然
環
境 

・世界の地形 

・世界の気候 

・日本の自然の特徴と

人々の生活 

・環境問題 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

a:自然環境と災害や恩恵な

ど各地で生活する人々と

自然のかかわりへの関心

を高める。 

b:さまざまな自然環境の形

成要因を考え、人間生活

とのかかわりについて具

体例をあげ説明できる。 

c:地理写真、地形図の読図

ができ、分布図やグラフ

の作成や読解ができる。 

d:日本だけでなく地球規模

の環境問題について考え

ることができる。 

 

生徒観察 

作業学習 

課題研究 

定期考査 

 

１
学
期
後
半 

資
源
と
産
業 

・世界の農林水産業 

・食料問題 

・世界のエネルギー・鉱

産資源 

・世界の工業 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

a:産業への関心と課題意

識を高め、それを意欲的

に追究し、捉えようとし

ている。 

b:産業・資源の分布、形成

要因が地域によって異

なる理由を考える。 

c:各種資料・統計を収集

し、有用な情報を選択

し、図表などにまとめ

る。 

d:産業と自然環境とのか

かわりやグローバル化

の視点から、産業がどの

ように発達し変化して

いるかについて、系統地

理的に捉えることがで

きる。 

生徒観察 

作業学習 

課題研究 

ワ ー ク シ

ート 

レポート 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

２
学
期
前
半 

資
源
と
産
業 

・産業の発達と変化 

・第３次産業 

・世界を結ぶ交通・通信 

・現代世界の貿易と経済

圏 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

a:近年の産業の動向や地

域差に対する関心と課

題意識を高める。 

b:多面的・多角的に考察

し、その過程を適切に表

現できる。 

c:各種資料・統計を収集

し、有用な情報を選択

し、図表などにまとめ

る。 

d:特色や動向を理解し、そ

の知識を身につけてい

る。 

生徒観察 

作業学習 

課題研究 

 

人
口
・
村
落
・
都
市 

・世界の人口 

・人口問題 

・村落と都市 

・都市・居住問題 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:途上国や先進国の人口

動向や居住に対する関

心と課題意識を高める。 

b: 多面的・多角的に考察

し、その過程を適切に表

現できる。 

c: 各種資料・統計を収集

し、有用な情報を選択

し、図表などにまとめ

る。 

d:特色や動向を理解し、そ

の知識を身につけている。 

生徒観察 

作業学習 

課題研究 

定期考査 

２
学
期
後
半 

生
活
文
化
、
民
族
・
宗
教 

・生活文化 

・民族と宗教 

・現代世界の国家 

・民族・領土問題 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

a:近年の動向や各地域に

対する関心と課題意識

を高める。特に民族・領

土問題においては、北方

領土など時事問題を取

り上げ、現代に残された

諸問題を日本が平和的

に解決するよう努力し

ていることを知る。 

b:多面的・多角的に考察

し、その過程を適切に表

現できる。 

c:各種資料・統計を収集

し、有用な情報を選択

し、図表などにまとめ

る。 

d:世界の動向を理解し、そ

の知識を身につけてい

る。 

生徒観察 

作業学習 

課題発表 

定期考査 

ワ ー ク シ

ート 

レポート 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

３
学
期 

現
代
世
界
の
地
誌
的
考
察 

・現代世界の地域区分 

・現代世界の諸地域 

・現代世界と日本 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

a:地域区分の方法・意義に

ついての理解を深める。 

b:歴史的背景や地域の抱

える問題を適切に表現

できる。 

c: 各種資料・統計を収集

し、地域の特徴と変容を

図表などにまとめる。 

d:地域の特色や課題を理

解し、その知識を身につ

けている。 

 

生徒観察 

作業学習 

課題研究 

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の能力    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


